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 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

賛  美  聖歌５８４番 & ～もうふりむかない～ 

ヤベツの祈り 

聖  書  ①詩篇２３篇１～６節                                                                             

      ②イザヤ書40章９～１１節 

特別賛美  プレミアムクワイア 

メッセージ  ①「恵みを反芻する人生」坪井 永城牧師                                                                                                                                      

      ②「さあ共に主の山に登ろう！」石井 潤牧師 

献  金  聖歌３９２番 ＆ ～愛する主の～ 

祝  祷             〔献金当番：渡辺姉・青木姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～主を待ち望む者は～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．新年明けましておめでとうございます！今年も主の祝福をお祈り致します！ 

２．本日昼食後１時～、聖書の学び会が行われます。共に学びましょう！ 

３．☆明朝６時～、早天祈祷会。☆木曜朝 10 時半～、夜 7時半～、祈祷会。 

メッセージは大川従道牧師（大和祈祷会映像）。☆土曜夜８時～、準備祈祷会。 

４．金曜夜 7時～、ユース・クラブ・アップが行われます。お祈りください。 

５．来週日曜礼拝では、聖餐式が行われます。昼食後は、新年初の執事会です。 
 
 
 

 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１/６～/１３〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 
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多くの異邦の民が来て言う。「さあ、主の山、ヤコブの神の家に上ろう。主はご自
分の道を、私たちに教えてくださる。私たちはその小道を歩もう。」それは、シオ

ンからみおしえが出、エルサレムから主のことばが出るからだ。 
ミカ書４章２節〔新改訳聖書〕 

 

新年明けましておめでとうございます！ 

2019年新しい一年がスタート致しました。イノシシ年ということで、ウリ坊がとても可愛いイ

ノシシですが、イノシシの特徴はわき目もふれずに前に向かって進むことです。今年の私たち

の信仰の歩みも目標、目当てとしてのイエス様から決して目を離さずにまっすぐに進み続け

たいと願っています。 

しかし、私たちの人生の歩みの中で、真直ぐに歩めなくする要因がいくつもあります。しか

し、究極的にその原因を突き詰めていくと、イエス様に従うためにもっとも邪魔になるのは、

「自分自身」であると感じています。 

「誰でも、私に従って来たいと願うなら、自分を捨て、自分の十字架を負って私に従って

来なさい」とイエス様はおっしゃいました。私たちはまず、「自分を捨てること」が不可欠です。

しかし、自分を捨てることが最も難しいことではないでしょうか？自分の願い、自分の望み、

自分の好みがあって、私自身です。その自分を捨てるということは、自分を否定することにな

り、自分の存在が否定されることになります。 

しかし、実は「自分を捨てる」ことよりももっと大切なことがあります。それは、「イエス様につ

いていきたい！」と強く願うことです。大好きなものの目の前では、自分を喜んで捨てることが

できます。なぜなら、その大好きなものによって、自分が満たされているからです。 

ですから、最も重要なことは何かというと、それは「イエス様にもっともっと出会って、イエス

様をもっともっと大好きになる」ということです。 

「キリスト教は宗教ではなく、キリストとの関係である」と言われますが、キリスト教、また、

私たちクリスチャンにとって、イエス様とどれだけ深い、素晴らしい関係を築けるか？ということ

以上に大切なことはないということです。 

イエス様との素晴らしい関係があって、自分自身の人生を受け止めることができ、そして、

隣人のために真に生きることができるようになる、そして、素晴らしい教会が建て上げられ、ひ

いては、素晴らしい社会がつくられるということになります。 

今年、その世界を共に体験していきたいと願います。私たちは弱い欠けだらけの存在です。

それだからこそ、主イエス様を求めることで、恵みへと変えられていくのです。 

「さあ共に主の山に登ろう！」 
～主を見上げ続ける一年となるように！～ 


